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Reentrant　 transition を示 す

Ising　 mode1 の 例 2 つ

1． 面心 正方格子 （Union　Jack 格子 ）上 の Ising　model

　相互 作用 の パ ラ メ
ー

タ を右図の 4 種類 に と っ た場 合 の

自由 エ ネ ル ギーを ， Vdovichenko （Soviet　Phys．　JETP 　20

（1965）477）の 方法 で 求め た。ノ
1
＝ f2

，　 J3 ＝ J4 の 場

合 は Vaks　et　a1 （Soviet　Phys．　JETP 　22 （1966）820）に よ

っ て 求め られ ，reentlant 転移 をする こ とが 知 られ て い る 。
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＜ 0 の 場合に もreentrant 転 移を示 す こ とが示 され る 。

　中心 （黒丸 ）に つ い て 先ず ス ピ ン 変数 の 和 を と る と ， 白丸 の 正 方格子 に最近接格子 点 間と 4

体間に有効相互作用があ る系 と同等 に な る 。 reentrant 転 移 は ， 最近 接格子 点間の 有効相 互作

用に よ っ て解釈で き る こ とが示 され る。

　こ の 結果は J．Phys．へ に掲載予 定で ある 。

2．　ス ピ ン 1 の イ ジ ン グモ デ ル
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H ；

、弄、，
（∫

 
・
k
− J ノ

・尹・量）

を仮 定 し て ，
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テ 格子上 で 解 い た 。 最近接格子 点数が 5 以上 に な る と ，
ズ ／」 が 1 よ り大き
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ピ ン グ ラ ス とそ の 周辺

くあ る 値 よ り小 さ い と きに reentrant 転 移が 現れ る。

　こ の 結果は K ．GChakraborty 　and 　T．　Morita
，
　Phys．　Lett．105A （1984）429 ；Physca　129A （1985）

415 に掲載 され て い る。

3 次元 フ ラ ス ト レ
ー

シ ョ ン ・イ ジ ン グ

　　　 格子 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

　周期的 に フ ラ ス ト レ
ー トした単純立 方格子上 の イ

ジ ン グ模型 の 相転移 をモ ン テ カ ル ロ
・

シ ミ ュ レ
ー

シ

ョ ン で 調 べ た 。 新 しい 秩 序変数 と して wrong ボ ン ド

の 秩序 を導入 し ， その ゆ ら ぎの サ イ ズ依存性か ら ，

中間温度で 相関関数が距離 の べ キ に比例す る相が 3

次元で も現わ れ る こ とが わ か っ た 。

　第 1 図に 示 され て い る よ うに，単純立 方格子 の
一

面置 きの XZ 面内 で ，
　 X 方 向の 鎖 の 強磁 性ボ ン ドの

を反強磁 性ボ ン ド（
− J ）で す べ て置換 し たイ ジ ン グ

格子 を扱 う 。
xy 面 内の ブラ ケ ッ トは全て フ ラス ト

レ
ー

トして い る。シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 　 　 　 　 　 0．U

は 格子 の サ イ ズ 8 × 8 × 8 ， 12

× 　12 × 12 ，　16 × 16 × 16 ，　　20 　　　　　　　　0・3

X20 × 20 ， 24 × 24 × 24 に つ い て ，

周期境界条件 を用い て ， 600 − 1800

MCS ／spin に わ た る平 均 を と っ た 。

　 エ ネ ル ギーの ゆ ら ぎか ら求 め た比

熱の 温度変化 を第 2 図に示す。同時

に各温度で 得た エ ネ ル ギー を数値微

分 し て 比熱 を求め ， 実線で 示 した 。

比 熱は hT ／ノ　：　2．8 付近 で鋭 い ピー

と

誄♂

0．2

0，1
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第 1 図　7 ラ ス トレ
ー

ト単純立方格子 。

　　 　 実線 は強磁性，二 重実線 は 反

　 　 　 強磁性 ボ ン ドを 表 わ し て い る 。
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第 2図　 エ ネ ル ギ ー
の ゆ ら ぎに よ り計算 し た 比 熱 （△，

　　　 ○，口 ）とエ ネ ル ギー
を温度 で 数値微分し て 求

　　　 め た比熱 （実線 ）
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